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１．はじめに

　私は、「健全な資本主義」という言葉にこだわ

っている。金融・資本市場の健全な発展に当たっ

て、証券アナリストの果たす役割は極めて重要で

ある。コロナ禍のトンネルの真っただ中にいる状

況ではあるが、本日は、コロナ問題で得られた教

訓とともに、中長期的な視点でみたときに、世界

の中で日本が埋没していることとその背後にある

構造について触れたい。

２．科学ジャーナリズムのない日本

　なぜ、科学ジャーナリズムの話から始めるのか

というと、コロナ問題の最大の教訓は、日本にお

ける情報の在り方の問題が浮き彫りにされたこと

にあると考えているためである。情報の回路が閉

ざされており、本当の事情が伝わっていない。日

本は、“情報鎖国” の状況にある。証券アナリス

トは情報と向き合う職業であり、ぜひ情報への感

度を上げてほしい。

　なぜ、情報の回路が閉ざされていると考えるの

か。一つの数字を紹介しよう。日本が緊急事態宣

言に入る直前のタイミングで、政府の専門家会議

のメンバーの一人が、「なにもしなければ日本で

は42万人が死に至る可能性がある」と発言した。

人との接触を８割減らさなければ感染拡大が止ま

らないとの情報も流れた。では、2020年末時点

で日本の死者はどのくらいになるだろうか。19

年の日本における死因順位をみると、第１位はガ

ンで37万人以上が亡くなっている。呼吸器系疾

患は第３位で19万人。肺炎を起こして死に至る
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